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研究成果の概要（和文）： 
秋田県内全幼稚園の保育者を対象とする調査から，遊びを中心とする保育においては計画の

独自性に対する保育者の理解が課題であることが明らかになった。また，保育者の｢遊び｣に対

する理解も課題であるととらえ，遊びの観察から子どもの発達を具体的にとらえ，遊びの意味

を再考した。これらの課題に対する，保育者の養成，研修の方向性についても考察した。研究

成果は，実践者に対しても広く公表し，学びの機会を提供した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
A questionnaire conducted to the kindergarten teachers throughout Akita Prefecture 

revealed that teachers’ understanding concerning the originality of teaching design was 

important when implementing play-oriented education and care.  In our study, we observed 

and concretely grasped children’s play and reconsidered the significance of it as it 

was indicated that teachers should really understand the meaning of children’s play.  

We also discussed the orientation of teacher training and education concerning these tasks.  

Our findings have been made public in order for many educators and practitioners may have 

an opportunity to learn. 
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１．研究開始当初の背景 
幼稚園のカリキュラム･指導計画に焦点を当
てた研究は、これまでその基本構造や理念な
どにかかわる理論研究と、実践現場での実際
の計画立案･作成にかかわるものの二方向で
の研究が主流であり、保育実践からの検証や、
実践についての理論からの検証，および保育
における計画の独自性についての検討は十
分とはいえなかった。実践の基盤となる保育
観、発達観、幼児観という視点を基本にして，
保育実践でのカリキュラム理解とを理論と
実践の両面からの検証が必要であると考え
た。 
 
２．研究の目的 

幼稚園教育において幼児期にふさわしい
生活を保障するためには、「遊び」を通した
「学び」の過程をとらえた教育課程および指
導計画をめぐる諸課題をとらえ，そのありか
たを探ることが必要である。そのために、保
育現場がかかえる諸問題の具体的な把握と
その検証、および幼児期の発達についての縦
断的・実証的研究を本研究の重点として位置
づけ，以下の三点を目的とした。 
 
(1) 幼稚園教育におけるカリキュラム･指 
導計画の重要性 

保育者の保育観、幼児観、発達観を確立す 
るための方策、それが反映されたカリキュラ 
ム・指導計画のあり方、またカリキュラム･ 

指導計画の編成･作成が保育者の保育観、幼 

児観、発達観確立のための重要な保育活動と 
して位置付けられるための方策を探る。 
 
(2) 保育形態の変化に応じたカリキュラ 
ム・指導計画 
 
(3)発達の連続性を見通した保育実践を支 
える指導計画 

幼小の連続性をふまえ，発達過程を見通し
た， 
カリキュラム･指導計画、また教育計画の策
定という課題に対し，幼児期の「遊び」を通
した「学び」の過程を明らかにすることによ
って、幼児教育の独自性と長期にわたる教育 
の中での位置付けを明確にする。 
 
３．研究の方法 
(1) 保育者のカリキュラム理解に関する研究 
①保育者のカリキュラム・指導計画について
の意識調査 
②保育者のライフステージによるカリキュ
ム理解の変化（インタビュー） 

③ カンファレンスの実践分析による保育 
④ 幼稚園のカリキュラム・指導計画の分析 
 
(2) 幼児期の発達と「遊び」の中の「学び」
に関する研究 

①特定抽出児の保育３年課程の縦断的記録

と分析  

②園生活における「遊び」の位置づけの検証 

③幼稚園における幼児の行動分析による発
達過程の検証                  
 
(3) 保育施設の変化と保育 
①保育施設の目的や保育形態と保育者の保
育観・発達観との関連性 
②保育制度と保育理念～カリキュラム・指導
計画の分析による目的の具現化の検証 
 
(4) 保育者の専門性向上のための教育のあり
方に関する研究 
①保育者のライフステージに応じた現職研
修のあり方  
②保育者養成教育におけるカリキュラム・指
導計画理解に関する研究  
 
(5) 保育者の専門性を高める教育の理論と
実践との関連 
幼児期にふさわしい生活を保障するカリ

キュラム・指導計画試案の作成・提案 
 
４．研究成果 
(1) 保育者のカリキュラム理解に関する研究 
秋田県内全幼稚園の保育者を対象とする

調査により、保育者のカリキュラム理解の実
情と課題を把握し、「遊び」を通しての幼児
期の「学び」の保障に、保育者のカリキュラ
ム理解が課題となっていることを明らかに
し、それが保育者の専門性育成上の重要な課
題であることを指摘した。 
調査においては，保育者の計画に対する意

識が，保育の中心である「遊び」には向かっ
ていない傾向があり，専ら保育者による意図
的な集団活動を対象としていることが明ら
かになった。また，保育計画が学年等で共有
されていること，作成に当たって，市販の雑
誌等が参考にされている例の多いことなど
の傾向から，遊びを中心とする保育の実現の
ためには保育者の計画理解が重要な課題で
あることを明らかにした。 
また、保育者のカリキュラム理解の実情と

課題の背景を明らかにするために、幼稚園の
カリキュラムの分析を行った。同時に，上記
調査において，多くの保育者が保育の参考に



していることが明らかになった，保育雑誌掲
載のカリキュラムおよび指導計画の分析も
行い報告した（論文⑪，⑬，①，学会発表⑤，
⑦）。 
 
(2) 幼児期の発達と「遊び」の中の「学び」
に関する研究 

研究者２名がそれぞれに３年保育児の保
育場面の縦断的観察・記録を実施し、３年課
程の幼児の発達過程を、遊びを中心とする生
活の中での「学び」の観点で分析した。観察，
記録は，原則として週１回程度実施し，エピ
ソード記録およびビデオ記録を行った。記録
から幼児の経験をとらえ，｢遊び｣の中の幼児
の経験が豊かな「学び」の体験であることを
明らかにし，現行幼稚園教育要領において保
育の基本としてあげられている自発的な遊
びを中心とする保育の意義を実証的に考察
し，明らかにした。 

これらの研究は大学附属幼稚園との連携
で推進し、幼稚園における園内研修会ならび
に公開研究会において成果を提供し、同幼稚
園研究紀要への寄稿をはじめ，論文として報
告した。また，当該幼稚園，および地域の保
育者が参加する研究会においてカンファレ
ンスを実施した（論文②，③，④，⑤，⑦，
⑧，学会発表①，②） 

幼児の自発的活動としての遊びを中心と
する保育についての現場保育者の理解を促
すため，幼児の遊びの中での経験をとらえる
ことによって、本来の｢遊び｣の意義を再考し，
実践に即して論じたものを，実践者に向けて
提供した。（論文①，②，③，④） 

 
(3) 保育施設の変化と保育との関係をとらえ
た研究 
幼稚園，認定こども園における保育計画や

保育雑誌掲載の指導計画について調査し、そ
こに表れる「計画性」の特徴を分析し、保育
の中での「遊び」の位置づけを検証した。論
文として報告（論文①，⑩，）したほか，協
力施設の指導計画作成に参加，協力した。 
 
(4) 保育者の専門性向上のための教育のあり
方に関する研究 
 保育者志望学生を中心とした大学生のも
つ保育観，発達観を調査し，その特徴をとら
え，教育の方向性を考察し報告した（論文①，
⑨，⑫，⑬，学会発表③，④，⑥）。また，
ベテラン保育者のライフヒストリーインタ
ビューを通して，遊びを中心とする保育の理
解の背景にある保育観を支える要因を探り，
フォーマル，およびインフォーマルな保育者
の学びについて検証した（論文⑥）。 
 また，遊びを中心とする保育の実現に必要
な保育者の姿勢について，事例を通して考察
し，発表した（論文⑦，②）。 

 
(5)保育者の専門性を高める教育の理論と実
践との関連 
 研究協力園である大学附属幼稚園の保育
研究に参加し，実践研究のあり方を共に探る
と共に，幼稚園・保育所等の現場保育者との
学習機会を年間９回実施し，学外講師との学
習機会を設定するなど，保育観，発達観の見
直しにつながる共同の学習機会とした。また，
その活動を通信として発行したほか，論文等
を『秋田乳幼児研究会報』として発行し，実
践現場へ提供している。 
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